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Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
（
国
際
原
子
力
機
関
、
本
部
は
ウ
ィ
ー
ン
）
に
よ
れ

ば
、
二
月
二
四
日
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
か
ら
侵
攻
し
た
ロ
シ
ア
軍
は
、

一
九
八
六
年
に
事
故
に
よ
り
爆
発
を
起
こ
し
て
廃
炉
に
な
っ
た

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
所
を
占
拠
し
た
。
三
月
四
日
に
は
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
南
部
に
あ
る
ザ
ポ
ロ
ジ
ェ
原
子
力
発
電
所
を
砲
撃
し

て
制
圧
し
た
。
さ
ら
に
三
月
六
日
に
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
第
二
の
都

市
ハ
リ
コ
フ
に
あ
る
原
子
力
研
究
施
設
を
攻
撃
。
変
電
所
の
破
壊

や
建
屋
の
損
傷
な
ど
の
被
害
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
四
ヶ
所
の
原
子
力
発
電
所
に
全
一
五
基
の
原
子

炉
を
有
し
、
総
発
電
量
に
占
め
る
原
子
力
の
割
合
が
五
割
を
超
え

る
。
原
子
炉
は
全
て
旧
ソ
連
製
の
Ｖ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
と
言
わ
れ
る
加
圧
水

型
軽
水
炉
で
あ
る
。
二
月
二
四
日
以
来
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
欧
州
連

合
諸
国
と
の
間
で
国
際
送
電
網

が
つ
な
が
っ
て
お
ら
ず
、
電
力

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
他
国
か
ら
孤

立
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、

ロ
シ
ア
に
原
子
力
発
電
所
を
占

拠
さ
れ
る
こ
と
は
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
と
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全

上
の
脅
威
と
な
る
。

　

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発

電
所
に
は
Ｒ
Ｂ
Ｍ
Ｋ
型
と
い
う

黒
鉛
減
速
沸
騰
軽
水
圧
力
管
型

炉
が
四
基
設
置
さ
れ
て
い
た
。

事
故
を
起
こ
し
た
の
は
四
号
機

で
あ
り
、
一
～
三
号
機
は
二
○

○
○
年
ま
で
に
停
止
さ
れ
、
現

在
は
廃
止
措
置
中
で
あ
る
。
使
用
済
み
燃
料
か
ら
の
崩
壊
熱
は
時

間
と
と
も
に
急
速
に
減
少
し
、
現
在
は
出
力
運
転
時
の
発
熱
量
の

○
・
○
一
％
以
下
と
極
め
て
低
い
レ
ベ
ル
に
な
っ
て
い
る
。
三
月

九
日
に
な
っ
て
、
同
発
電
所
は
外
部
電
源
を
喪
失
し
た
と
の
報
告

が
あ
っ
た
。
二
○
○
一
年
の
欧
州
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
に
お
い
て
、

使
用
済
み
プ
ー
ル
の
電
源
が
全
て
喪
失
し
た
場
合
で
も
プ
ー
ル
の

温
度
は
七
○
℃
を
超
え
な
い
と
の
評
価
が
あ
り
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
は
、

使
用
済
み
プ
ー
ル
の
電
源
を
全
て
失
っ
て
も
公
衆
の
安
全
に
と
っ

て
深
刻
な
影
響
は
な
い
と
述
べ
る
と
と
も
に
、
外
部
電
源
喪
失
に

よ
り
、
こ
こ
二
週
間
交
代
し
て
い
な
い
二
一
○
人
の
技
術
ス
タ
ッ

フ
に
と
っ
て
、
追
加
的
な
ス
ト
レ
ス
を
与
え
る
だ
ろ
う
と
述
べ
た
。

そ
の
後
、
ス
タ
ッ
フ
の
復
旧
作
業
に
よ
り
、
三
月
一
四
日
に
外
部

電
源
へ
の
接
続
に
成
功
し
て
い
る
。
放
射
線
レ
ベ
ル
は
正
常
値
を

保
っ
て
い
る
。

　

ザ
ポ
ロ
ジ
ェ
原
子
力
発
電
所
は
、
欧
州
最
大
、
六
基
の
百
万
キ

ロ
ワ
ッ
ト
級
の
Ｖ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
型
原
子
炉
を
有
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
総

電
力
の
約
二
割
を
担
っ
て
い
る
。
Ｖ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
型
原
子
炉
は
、
西
側

の
加
圧
水
型
軽
水
炉
と
同
様
、
頑
強
で
気
密
性
の
高
い
原
子
炉
格

納
容
器
を
有
し
て
お
り
、
一
般
に
事
故
に
対
す
る
放
射
性
物
質
の

閉
じ
込
め
機
能
が
高
い
。
三
月
四
日
、
運
転
中
の
商
業
用
原
子
力

発
電
所
と
し
て
史
上
初
め
て
軍
事
攻
撃
を
受
け
た
。
一
号
機
か

ら
約
三
○
○
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
研
修
セ
ン
タ
ー
建
物
に
砲
弾
が
当

た
っ
た
が
、
同
日
中
に
火
災
は
消
火
さ
れ
た
。
翌
五
日
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
原
子
力
規
制
局
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
安
全
系
統
は
健
全
で
あ

り
、
放
射
線
レ
ベ
ル
は
正
常
値
を
保
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。
ま
た
、

九
日
に
は
高
圧
外
部
電
源
五
系
統
の
う
ち
二
系
統
が
損
傷
を
受

け
、
運
転
不
可
と
な
っ
た
が
、
一
系
統
あ
れ
ば
発
電
所
の
需
要
は

ま
か
な
え
る
。
一
五
日
現
在
、
一
号
機
は
計
画
保
全
の
た
め
停
止

中
、
二
号
機
は
全
出
力
運
転
中
、
三
号
機
と
六
号

機
は
冷
態
停
止
中
、
四
号
機
は
全
出
力
近
く
で
運

転
中
、
五
号
機
は
冷
却
中
で
あ
る
。

　

発
熱
レ
ベ
ル
が
極
め
て
低
い
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

発
電
所
は
と
も
か
く
、
運
転
中
の
ザ
ポ
ロ
ジ
ェ
発

電
所
が
砲
撃
等
に
よ
り
外
部
電
源
と
内
部
の
非
常

用
電
源
も
全
て
失
う
か
、
あ
る
い
は
ミ
サ
イ
ル
攻

撃
に
よ
り
格
納
容
器
が
破
壊
さ
れ
、
原
子
炉
圧
力

容
器
も
破
損
し
て
炉
心
冷
却
が
で
き
な
け
れ
ば
、

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
よ
う
な
シ
ビ
ア
ア
ク

シ
デ
ン
ト
が
起
き
る
可
能
姓
は
ゼ
ロ
で
は
な
い
。

た
だ
し
、
こ
う
し
た
行
為
は
国
際
条
約
違
反
の
た

め
、
国
際
的
な
非
難
を
受
け
る
ば
か
り
で
な
く
、

放
射
性
物
質
に
よ
り
汚
染
地
域
が
広
が
る
の
は
占

領
政
策
に
と
っ
て
も
得
る
所
が
な
い
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、
両
市
出
身
の

偉
大
な
数
学
者
（
そ
の
二
）
を
紹
介
し
た
い
。
カ
ー
ル
・
メ
ン
ガ
ー

は
、
一
九
○
二
年
に
限
界
効
用
理
論
の
創
始
者
と
し
て
著
名
な
経

済
学
者
の
息
子
と
し
て
ウ
ィ
ー
ン
に
生
ま
れ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
大
学

に
入
学
し
、
数
学
教
授
の
ハ
ン
ス
・
ハ
ー
ン
に
学
び
、
二
四
年
に

ウ
ィ
ー
ン
大
学
か
ら
博
士
号
を
取
得
。
ラ
イ
ツ
ェ
ン
・
エ
ヒ
ベ
ル

ト
ゥ
ス
・
ヤ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ワ
ー
に
招
か
れ
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
大

学
で
教
壇
に
立
つ
。
二
五
年
ウ
ィ
ー
ン
に
戻
り
、
二
八
年
に
教
授

職
を
得
る
。
三
七
年
か
ら
四
六
年
ま
で
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
学
の
教

授
、
四
六
年
か
ら
七
一
年
ま
で
シ
カ
ゴ
の
イ
リ
ノ
イ
工
科
大
学
の

教
授
を
務
め
た
。
主
に
代
数
学
、
曲
線
と
次
元
の
理
論
、
幾
何
学

を
研
究
し
た
。
さ
ら
に
、
ゲ
ー
ム
理
論
や
社
会
科
学
に
も
貢
献
し

た
。
最
も
有
名
な
業
績
は
シ
ェ
ル
ピ
ン
ス
キ
ー
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
を

三
次
元
化
し
た
メ
ン
ガ
ー
の
ス
ポ
ン
ジ
で
あ
る
。
ア
ー
サ
ー
・
ケ

イ
リ
ー
と
と
も
に
、
距
離
幾
何
学
法
の
基
礎
を
築
い
た
。
特
に
直

接
測
定
で
き
る
物
理
量
で
角
度
と
曲
率
の
概
念
の
定
義
を
定
式
化

し
た
。
そ
の
定
義
で
使
わ
れ
て
い
る
特
有
の
数
式
を
ケ
イ
リ
ー
＝

メ
ン
ガ
ー
行
列
式
と
呼
ぶ
。
ま
た
、
メ
ン
ガ
ー
の
定
理
に
も
名
を

残
し
て
い
る
。
二
○
年
代
に
社
会
科
学
と
哲
学
を
中
心
と
し
て
活

動
し
た
ウ
ィ
ー
ン
学
団
で
も
活
発
な
動
き
を
見
せ
、
経
済
学
の
効

用
理
論
を
応
用
し
て
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
の
パ
ラ
ド
ッ
ク

ス
の
重
要
な
結
果
を
証
明
し
た
。

　

一
方
、
広
中
平
祐
教
授
は
、
一
九
三
一
年
山
口
県
岩
国
市
に

一
五
人
兄
弟
の
七
番
目
と
し
て
生
ま
れ
た
。
幼
少
時
、
分
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
る
と
何
で
も
質
問
す
る
た
め
、
母
親
か
ら
「
な
ぜ
な

ぜ
坊
や
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
父
は
大
手
の
呉
服
商
や
織
物
工
場

を
営
み
、
戦
前
は
か
な
り
裕
福
な
家
庭
で
育
っ
た
が
、
戦
後
は
没

落
。
父
は
衣
料
品
の
行
商
人
と
し
て
平
祐
た
ち
を
育
て
た
。
山
口

県
立
柳
井
高
等
学
校
卒
業
後
、
京
都
大
学
理
学
部
数
学
科
に
進
学
。

五
七
年
か
ら
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
三
年
間
留
学
し
、
特
異
点
解

消
の
研
究
に
打
ち
込
む
。
五
九
年
に
は
半
年
間
、
パ
リ
の
高
等
科

学
研
究
所
の
客
員
研
究
員
と
な
る
。
六
二
年
、
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
大

学
の
講
師
の
職
を
得
て
各
種
の
多
様
体
上
の
特
異
点
の
解
消
に
関

す
る
研
究
に
傾
注
。
同
年
、
自
宅
で
構
想
中
に
得
た
ひ
ら
め
き
を

基
に
定
理
を
構
築
し
、
六
四
年
に
論
文
を
発
表
。
こ
の
研
究
が
認

め
ら
れ
、
七
○
年
に
数
学
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
と
呼
ば
れ
る
フ
ィ
ー
ル

ズ
賞
を
二
人
目
の
日
本
人
と
し
て
受
賞
し
た
。
六
四
年
、
コ
ロ
ン

ビ
ア
大
学
の
教
授
に
招
聘
さ
れ
、
六
八
年
か
ら
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
教
授
。
七
五
年
、
昭
和
生
ま
れ
で
初
の
文
化
勲
章
を
受
章
。
同

年
か
ら
京
都
大
学
教
授
も
兼
任
。
数
理
科
学
振
興
会
設
立
代
表
、

山
口
大
学
学
長
な
ど
を
歴
任
。「
Ａ
Ｉ
時
代
に
人
が
や
る
べ
き
こ

と
、
考
え
る
こ
と
は
何
か
。
そ
れ
は
問
題
を
い
か
に
早
く
、
理
路

整
然
と
解
け
る
か
で
は
な
く
、
面
白
い
問
題
を
ど
う
作
る
か
で
は

な
い
か
」
と
の
若
者
向
け
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
重
要
で
あ
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
著
者
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
発
電
所
を
二
○
○

六
年
に
訪
問
し
て
幹
部
と
話
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
フ
ラ
ク
タ
ル

図
の
一
種
で
あ
る
メ
ン
ガ
ー
の
ス
ポ
ン
ジ
を
今
回
初
め
て
知
り
興

味
を
持
っ
た
。
七
一
年
秋
に
京
大
で
広
中
教
授
の
講
義
を
一
回
だ

け
聴
い
た
が
、「
各
点
で
値
が
ピ
シ
ッ
と
決
ま
っ
て
い
る
」
と
言

わ
れ
た
こ
と
し
か
覚
え
て
い
な

い
。
今
月
も
両
市
に
関
連
す
る

偉
大
な
数
学
者
を
紹
介
す
る
こ

と
が
で
き
た
幸
運
に
感
謝
し
つ

つ
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
が
所
蔵
す

る
カ
ー
ル
・
メ
ン
ガ
ー
の
写
真

を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　

■ 

杉
本
純 

 

元
京
都
大
学
教
授

　
　
　
　
　

 

　
　

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長
■

杉
本
純
の 

原
子
力
の
話 

Ⅱ 　

 

ウ
ィ
ー
ン

 

と

 

京
都    
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杉本純の原子力の話Ⅱ 「ウィーンと京都」 の第１回からの全記事が次のサイトに掲載されています ：  http://wattandedison.com/Sugimoto.html
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本誌執筆者の主な著作
河野純一著「不思議なウィーン」
河野純一著「ウィーン異聞」
河野純一著「ウィーンのドイツ語」
河野純一著「横顔のウィーン」

須永恆雄訳「ウィーンの内部への旅」
須永恆雄編訳「マーラー全歌詞対訳集」

近藤常恭著「ウィーンの街の物語」
福田和代共訳「サフィア」

被災したザポロジェ原子力発電所。3 月 4 日に
National Nuclear Energy Generating Company 
Energoatom が提供（2022 年 ロイター）


